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は，より大きな威力を発揮するという感がある。
カードの総合目録ができていたから，これを入力
すれば，総合目録も一館の蔵書目録も，たちまち
マイクロフォームでつくることができる。1982年
4月からオンライン検索が開始されたが，これで
相互貸借の業務も，非常に迅速に処理される。
　附属図書館の新館完成後の機械化が，非常に楽
しみである。ただ，コンピ）ユータを導入すれば，
これまでできなかったこと，困難だったことが万
事解決できるかのように錯覚している向きがない
でもない。これまで不可能に近かったことが，解
決可能になるということは，原理的にはその通り
である。しかし，既蔵分のデータを入力するとい
うことが，量だけ考えても，たいへんな仕事であ
る。それに長年にわたっているから，目録規則の
変更，慣習の違いなどによって，不統一を生じて
いるのではないか。そのような蓄積が，入力後の
機能にもろに反映してくる。その辺のことが気が
かりである。話は多少飛躍するが，外国から日本
語の文献を求められたとき，BLLDのような見事
な対応ができるのだろうか。国際化が進んでいる
中で，おぶさるばかりが能ではなかろうと，その
ことも気がかりになる点である。
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　はじめに
　PICMSは数学・計算機，CONPHYSは物理を中
心とした国際会議データベースである。PICMS
は数理解析研究所，CONPHYSは基礎物理学研
究所を中心とした基礎物理学文献データベースグ
ループがそれぞれデータベース構築を行なってい
る。これらは京都大学大型計算機センターの情報
検索システムFAIRSのデータベースとして，PI
CMSは1980年9月，CONPHYSは1982年5月か
ら公開されている。
　両データベースの特徴は構築の面においては，
データの収集から入力もで“自作。であり，図書
室職員，研究者の共同作業の成果であるという点
であり，内容の面においては，会議に関するレコ
ードの種類に応じてシリーズ単位，本単位，論文
単位の3つのレベルを持っている，という点があ
げられる。前者の特徴については次の1の作成の
背景の項で，後者については2のPICMSの概要
の項（以下）でそれぞれ述べる。
1　作成の背景
　PICMS，CONPHYSの作成契機は1976年夏に
始まり1980年夏に基礎物理学研究所により発行さ
れた「物理学国際会議録目録」の作成である。この
目録は基礎物理学研究所，理学部物理学教室，数
理解析研究所の図書関係者の会合から生まれた。
雑誌購入調整の関連話題として雑誌に似た性格を
持つ資料として総説雑誌（Review　Joumal）と継
続して開催される国際会議の議事録とがあげら
れ，基礎資料としての目録作成が計画されたので
ある。目録カードのコピーから作業は始まり，冊
了・体の原稿タイプ，印刷配布まで足かけ4年を要
した。
　目録は次の情報を含む：
（1）
（2）
（3）
（4）
継続会議名称と沿革（会議系列の把握）
個々の会議開催情報
会議録の出版書誌情報
所蔵情報
　従来の目録法では（1）（2）の表現が不十分であり，
会議録を探すのが困難であった。この目録は会議
に焦点をあて資料を再構成したものである。（1）に
ついては研究者の知識・判断に頼った。何をもっ
て継続とみなすかについては会議の組織からみた
場合と，主題からみて利用しやすさを優先する場
合とで見解が異なってくるが前者を優先し，利用
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については索引を整備することで対応するという
判断をとった。作成の過程で会議名称の形，書
名，出版事項等，研究者と図書室職員との間に習
慣の違いがあることを実感した。
　目録の利用法と今後の課題をまとめると次のよ
うになる。
　（1）内容の充実（調査，依頼）
　（2〉検索手段の充実（索引の充実→データベー
　　ス化→情報の共有）
　（3）維持管理体制の確立
　（4）自館の蔵書点検，他部局との調整
　さきに述べた索引の整備すなわち（2）のデータベ
ース化について実現したものがPICMS，CONP－
HYSである。資料の見方，編集方針，目録の利
用法等冊子体目録作成時の目的・意義はそのまま
ひきつ力甥■た。
2　PICMSの概要
　PICMSは数理解析研究所において冊子体目録
作成用に収集整理した会議録データのうち目録に
収録されなかった数学・計算機についてデータベ
ース化したものである。
　作業は1979年度文部省科学研究費による試験研
究（1）「数学分野の学術情報組織化の研究」研究代
表者　山本純恭，研究分担者　一松信　他によっ
て行なわれた。データ入力はTSS端末を介して
行なった。収録件数は会議数136種，レコード件
数3千である。データ量は少ないが会議録データ
ベース用の項目設定の方法はCONPHYS設計の
足カミカ〉りとなっナこ。
3　PICMSの検索
　PICMSのレコードにはシリーズ単位（Sレベ
ル）本単位（Mレベル）論文単位（Aレベル）の
3種類がありレコード中のレベル項目で識別でき
る。項目は会議，出版物，所蔵の各事項に関して
要素を抽出し，定義してある。
　FAIRSのデータ属性にはINDEXとTEXTの
2種類があり，前者は項目単位の検索，後者は文
脈を保存した形での検索に適している。PICMS
のデータ属性は，年号，巻数等大小比較が必要な
もの，人名等複数個のエントリーが必要なものを
INDEXとし，書名，会、義名等単語の前後関係を
含めた形で検索するものをTEXTとしてある。
INDEX項目は出力見出しの先頭に一，TEXT項
目は※を附し，検索コマンド選択の助けとしてい
る。FAIRS出力例を図1に示す。
　PICMSにはデイスクリブター，シソーラスは
なく自然語で検索するしかない。また記述は現物
に従っており，人名，地名の標準化は行なってい
ないので，綴りの違いによる地別は検索者側で工
夫する必要がある。この、kllはCONPHYSも同様
である。
4　CONPHYS　の概要
　CONPHYSは「物理学国際会議録目録」の継
続会議に単独会議を加え，各論文集の収録論文を
含めてデータベース化したものである。
　作業は1980年度文部省科学研究費「我が国にお
ける学術情報データベース作成の在り方について
の研究」研究代表者　長倉三郎　研究分担者　小
沼通二　他と1981年度文部省科学研究費助成金
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「研究成果刊行費（データベース）一基礎物理学
文献データベース」研究代表者　小沼通二　によ
り基礎物理学文献データベースグループが行なっ
た。データ入力は外注によるバッチ処理，データ
量は会議数221，レコード件数は約10万件に達し
ている。
5　CONPHYSの検索
　CONPHYSのレコードはPICMSと同じくシ
リーズ単位（Sレベル）本単位（Mレベル）論文
単位（Aレベル）の3種類があるが，その識別は
文献番号によって行なう。　（詳しくは後述）項目
はPICMSと似かよっており，出力見出しの先頭
に一，※をつけて属性を示している。項目名はD
ESY（基礎物理学研究所のもう1つのデータベー
ス）と共通するものについては統一してある。検
索はPICMS同様自然語により行なう。
FAIRS出力例を図2にあげる。
　レコードのレベルはIDの構造によって織別で
きる点がPICMSと異なっているので説明を加え
る。図3のようにIDの長さはレコードのレベル
に対応しており，S，M，Aはそれぞれ6，12，15
となっている。最初の英字がレベルを表わし，
2～9カラムは会議コード（継続の場合は冊子体
目録の会議番号＋開催年下3ケタ，単独の場合は
＃＋開催地コード＋開催年月日）10～12は同一会
議録の分冊を区別するための序数，13～15は個別
の巻に収録された論文番号，となっている。従っ
てレベル間の移動はIDの先頭文字とケタ数の増
減によって行なう。たとえば会議番号10240の歴
史をみるための検索コマンドはSEAID－SIO24
0，そのうちの1967年分についてはIDはMIO24
0967＠，1967年の1番目の出版物はMIO2409670
01，その収録論文はAI　O240967001＠，でそれぞ
れ検索できる。
カラム　123456789101112131415
AI’・i24・「9、67：・1・1・・ 1
Sレベル
Mレベル
　　　　Aレベル
図3　CONPHYSのID構成
　おわりに
　以上PICMS，CONPHYSの作成経過とデータ
ベース構造について概略を述べた。データの充
実，維持体制の確立等今後の課題も多いが，2っ
のデータベースは研究の現場である会議を扱って
いる点において単なる文献データベースを超えた
研究情報特殊ファイルとして役立っはずである。
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